
農業者の皆さんへ                          令和 4 年６月 

 

水稲 

側条施肥技術の利用やたい肥の活用、単肥の活用による減肥など 

ほうれんそう 

土壌診断をもとにした減肥など 

飼料作物（牧草やデントコーン） 

たい肥の有効活用など 

 

                              JA 新いわて久慈営農経済センター 

久慈農業改良普及センター 

肥料コストの低減に努めましょう！ 

 

 

 

１ 秋肥の価格（６～10月） 

 

 

 

 

 

２ 肥料コスト低減の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各作目に応じた肥料コストを低減する技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 成分（％） 春肥対比（％） 

複合肥料 高度化成（基準） 15-15-15 150 

単肥 尿素（大粒） 46 166 

○ 土壌診断に基づく適正施肥の推進 

 ・土壌養分の蓄積状況を診断して、各作物に応じた 

必要な施肥をおこないましょう 

○ たい肥等有機物の活用 

 ・久慈地域に豊富にあるたい肥を有効に活用しましょう 

○ 施肥量低減技術の導入 

 ・肥料の利用効率を高める側条施肥や株元施肥など、効率的な 

施肥を工夫しましょう 

○ 低価格肥料の導入 

 ・リン酸肥料の配合の少ない化成肥料や比較的単価の安い単肥を活用しましょう 

秋肥の価格が大幅に値上げされました。 

６月から供給している秋肥の価格は、高度化成肥料では 150％にな

ります。工夫して、肥料費の低減に取り組みましょう。 

技術の詳細に関してのお問い合わせ先 

 JA 新いわて久慈営農経済センター（電話 0194-52-1318） 

 久慈農業改良普及センター（電話 0194-66-9683（産地育成課直通）） 


